
 

 
 

年齢を重ねても、社会に参加し、 

いきいきと元気に暮らせるように 

住み慣れた地域で暮らし続ける

ための支援の充実 

 
 
＊楽トレや介護予防教室の
開催 

＊介護予防推進員の配置 
＊集いの場づくり支援 
＊介護支援ボランティア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白井市地域包括ケアシステムの取り組み（2019 年度時点） 

＊多職種連携研修による顔
の見える関係づくり 

＊在宅医療・介護連携、認
知症対策推進協議会開催 

＊介護・医療事業者による 
課題別ワーキング 

＊在宅医療の後方支援体制 
＊救急医療情報キットの作
成と普及 

在宅医療推進・ 

医療・介護連携の促進 

医療・看護 

＊支え合いの仕組みを生み出す
ふれあい会議開催や、生活支
援コーディネーターの配置 

＊しろい高齢者みまもりネット

やお元気みまもり事業による

重層的な見守り 

＊訪問型生活支援サービスの実

施や、担い手となる生活支援

員の養成 

＊通所型サービス（ミニデイサ

ービス）の実施 

高齢者の暮らしを地域全体で 

見守り支える仕組みの構築 

各分野の主な事業や新たな取り組みを掲載 

介護予防 

生活支援 

＊定期巡回・随時対応型訪
問介護看護サービスなど
在宅介護を支えるサービ
スの充実 

＊市内リハビリ職との地域
ケア会議や介護予防での
連携 

＊ケアマネジャーへのケア
マネジメント指導や支援 

＊給付適正化のためのケア
プラン点検など 

＊地域包括支援センターの
開設・総合相談や虐待等
権利擁護支援 

＊成年後見制度の市長申立
や報酬助成の実施 

＊認知症初期集中支援チー
ム、認知症ケアパスの作
成配布、認知症サポータ
ーやパートナー養成、認
知症周知啓発、お楽しみ
処など、認知症施策推進 

介護・リハビリテーション 

鉢植え図出典：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング「＜地
域包括ケア研究会＞地域包括ケアシステムと地域マネジメ
ント」（地域包括ケアシステム構築に向けた制度及びサービ
スのあり方に関する研究事業）、平成 27 年度厚生労働省
老人保健健康増進等事業、2016年 

困難を抱えている方への支援 

保健・福祉 

地域包括ケアシステムの 

「植木鉢」  

 

高齢者自身がどのような生活を送りたいか（本人の選択）が土台になります。また、自発的に健

康に気をつけ、介護予防を心がけること、家族形態の変化から、自らの最期をイメージし、対策

や心構えをしておくことも、大切です。 
 
＊備えを促すための終活支援ノートの作成配布・終活支援講座（R1.10～） 

本人の選択と本人・家族の心構え 

＊介護保険サービスによる住宅改修の支援 

＊グループホームなど地域密着型の住まいの充実 

住み慣れた地域や住まいで暮らし続けるための支援 

すまいとすまい方 


